第4回　施設処遇検討会議　議事録　H22.5.17

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：小笠原嘉紀・馬渕豊子・木村春子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  末政絵美・竹内一貴・三浦とし子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  中居則子・長谷部泰史・小向達也

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小坂 和子・中村文洋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(欠席者：千葉C.E.O・秋山S.G.M長谷部S.G.M

須々田珠実・福士一・兵藤拓明

上平ユリ子）

記　録：小坂　和子
議題

１：富塚　　勝幸様　（青明舎利用者様）の処遇について

２：小野寺　ノリ様　（青風荘利用者様）の処遇について

３：大下　　良悦様　（青山荘入所者様）の処遇について 

１：富塚　勝幸様　（青明舎利用者様）の処遇について
病名：統合失調症　　　　　合併症　なし

＜問題点＞

1 就労生活の維持

介入方法

· 定期的な職場訪問を実施し、作業状況、職場内での様子を把握する。

· 定期的な面談を実施し、本人の訴えを傾聴し、解決方法を検討する機会を設ける。

· 職場内で問題が見られる場合には、事業主と共同で対応方法を検討し、問題の修正を図る。

· 対人面での不安を訴える場合には、SSTを用いて行動の修正を図る。

· 病状変化が顕著である為、主治医との情報共有を密に行い、適宜助言を受ける。
2 本人の状態悪化を防ぐ

介入方法
· 定期的な面談を実施し、本人の変化に対応する。

· 職場訪問の際に、事業主からの情報収集を行い、状態変化を把握する。

· 主治医との情報交換を行い、状態把握を行う。

· 必要時は外来受診同行し、主治医から本人の状態について確認する。

＜評価＞

現在平日のみの勤務であるが、慣れてきたことから離職前同様の勤務を希望しているが、本人の能力から現在の勤務が望ましい。雇用先からの情報（能力的に無理がある・集中力が続かない）もあり、希望する勤務体勢だと状態悪化に繋がる可能性がある為、今の状態を継続して維持できるよう情報共有しながら支援していく。

２：小野寺　ノリ様　（青風荘利用者様）の処遇について 

病名：統合失調症　　　　　合併症　高脂血症

＜問題点＞

1 健忘が著明となり、身の回りの事を一人で行えない。

～月日・場所・時間が分からなくなる～

～健忘による生活能力の低下（保清・洗濯・掃除・服薬が出来ない）～
介入方法
· 主治医へ定期的に現状を報告する。
· 本人とカレンダ－を作成し毎日、日付を確認する。

· 目的地の方向が分からなくなっている事から移動時には本人に付き添う。

（デイナイトへも依頼。）

· 日課の確認をし、手順を説明しながら自分で行える事は行って頂き、できない事はスタッフが介助する。

· 保清（入れ歯の洗浄・自室の掃除・入浴の準備・身だしなみなど）は、その都度の声掛けを行い、不十分な点はスタッフが介助を行う。
· 以前に比べて失禁回数は減っていますが継続して排便状態などを観察し、外出の際などには事前にトイレに行って頂く。

· 服薬時間には、その都度声掛けを行っていく。

2 高齢による身体的機能の低下がみられる。～活動性の低下と体重の増加～

　　介入方法
· 健康プログラムで、体重測定をする事で自分の体重に意識を持って頂く。

· プログラム時や朝の体操をしたり、散歩を兼ねて買い物へ誘ったり、手芸で手指を使うなど楽しみながら身体能力の低下を防ぎ、体重増加を防止する。

· 本人の好きな活動を提供し（手芸等）一緒に行う等、余暇の趣味活動を拡大していく。

＜評価＞

生活全般に介入が必要となっているが拒否なく、行なっている為、現状を維持していき、出来るだけ低下を防げるよう介入・支援を行なっていく。介護認定申請をしていくこととする。

３：大下　良悦様　（青山荘入所者様）の処遇について

1 認知能力の低下に伴う、生活のしづらさ

　  介入方法

〈習慣〉

・メモを取ること評価しつつ、分からないことがある場合にはまず、メモを確認やメモの取り方についてアドバイスを行っていく。

・コーヒーの飲み方についてアドバイスを行い、一日の摂取の目安を容器に記入し、定期的に確認していく。

〈外出について〉

・目的地までのルートや移動方法についてその都度、確認し繰り返し行うことで単独で行動できる範囲の拡大を図る。（バスの同行支援など）

<整理・整頓>

・何をどこにいれることが使いやすいのかをその都度、わかりやすく説明していき、習慣づけていく。

○具体例

メガネの収納方法、デイケア、買い物時の準備の仕方（TPOに合わせた持ち物）など

②　生活リズムの安定　　～日中の眠気が見られる～

・本人と就床時間と中途覚醒時の過ごし方について確認を行う。（ラジオを聞いたり、コーヒーを飲んだりしないなど）また中途覚醒している場合には声掛けを行う。

・日中、本人が興味を持って取り組むことができるプログラムなどを準備する。

＜評価＞

中途覚醒時の対応・嗜好品の過度な摂取は居眠り防止の為（本人談）なのか依存的なものなのか、それによって対応方法を検討する必要がある。また、問題点を抽出して把握することが必要である。






